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令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

６
月
25
日
（
火
）

■
調
査
事
項

・
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

７
月
30
日
（
火
）

■
調
査
事
項

・
ひ
ま
わ
り
油
の
状
況
に
つ
い
て

・
ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
及

び
運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

９
月
４
日
（
水
）

■
調
査
事
項

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て○
寺
垣　

和
子　

氏
（
再
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

○
伊
藤　

隆
幸　

氏
（
新
）

○
北
竜
町
除
雪
セ
ン
タ
ー
改
築
１

期
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て○
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
５
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
）
の
歳
入

歳
出
決
算
認
定
と
令
和
５
年
度
北

竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個

別
排
水
処
理
事
業
会
計
決
算
認
定

と
令
和
５
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
尾
﨑

圭
子
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

意
見
書
提
出

原
案
可
決

認
定

【
10
月
】

４
日
…
災
害
対
策
特
別
委
員
会
雨

竜
川
ダ
ム
現
地
調
査

11
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

15
～
18
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員

会
道
外
先
進
地
政
務
調
査

19
日
…
真
竜
小
学
校
学
習
発
表
会

21
日
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

24
～
25
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
２
回
総
会

30
日
～
11
月
１
日
…
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
佐
藤
議
員
・

寺
垣
議
員
）

【
11
月
】

７
～
８
日
…
監
査
委
員
・
補
助
職

員
研
修
会
（
監
査
委
員
）

10
～
12
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
道
外
行
財
政
制
度
政
務
調
査

13
～
14
日
…
第
68
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会

14
日
…
深
川
地
区
消
防
組
合
議
会

全
員
協
議
会
（
木
村
議
員
）

22
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）
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９
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
９
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

寺
垣
議
員

　

お
墓
の
管
理
や
遺
骨
の
引
き
取

り
手
が
困
難
な
事
例
が
増
加
し
て

い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
「
墓
終

い
」
を
す
る
方
が
増
え
る
傾
向
に

思
わ
れ
る
が
、
町
立
の
共
同
墓
の

設
置
の
予
定
が
あ
る
か
。

佐
々
木
町
長

　

近
年
、「
改
葬
」
や
「
墓
じ
ま
い
」

な
ど
が
増
え
て
き
て
い
る
。
当
町

で
も
墓
地
を
管
理
す
る
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
時
に
は
、
墓
地
使
用
者

の
変
更
や
改
葬
手
続
き
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
共
同
墓
の
ニ
ー
ズ
に

つ
い
て
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
現
在
、
共
同
墓
の
需
要
が
顕

在
化
し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

共
同
墓
の
建
設
に
は
多
額
の
費

用
を
要
し
、
維
持
管
理
費
も
発
生

す
る
事
か
ら
現
時
点
で
の
共
同
墓

を
新
設
す
る
予
定
は
な
い
が
、
町

民
の
皆
様
の
ご
意
向
を
お
聞
き
し

な
が
ら
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

細
川
住
民
課
長

　

北
空
知
に
お
い
て
は
、
深
川
市

が
平
成
18
年
度
に
新
設
さ
れ
て
お

り
、
沼
田
町
に
つ
い
て
は
令
和
７

年
４
月
に
開
設
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
と
も
に
市
内
町
内
の
墓
に
ご

遺
骨
が
入
っ
て
い
る
方
が
対
象
で

あ
る
。
妹
背
牛
町
、
秩
父
別
町
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
整
備
を
す

る
予
定
は
な
い
。

寺
垣
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
墓
参
り
が

し
に
く
い
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

寺
垣
議
員

 
北
竜
町
立
共
同
墓
設
置

 

の
可
能
性
に
つ
い
て

や
、
お
骨
を
埋
葬
す
る
方
法
の
選

択
肢
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
昨

今
の
「
墓
じ
ま
い
」
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

２
年
前
の
全
国
の
改
葬
事
例

で
、
北
海
道
が
１
２
，
２
４
３
件

と
一
番
多
く
、
現
在
で
は
更
に
増

加
し
て
い
る
も
の
と
予
想
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
営
の
共
同
墓
に
す
る
場
合
は

あ
く
ま
で
町
民
や
町
内
に
お
墓
が

あ
る
方
が
対
象
だ
と
思
う
が
、
意

識
の
変
化
に
と
も
な
い
「
改
葬
」

や
「
共
同
墓
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
て
み
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

　

お
墓
の
維
持
管
理
や
お
骨
の
継

承
に
つ
い
て
は
、
民
法
で
祭
祀
主

宰
者
に
指
定
さ
れ
た
者
が
先
祖
の

祭
祀
を
主
宰
す
べ
き
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
の
事
だ
が
、あ
く
ま
で
、

話
し
合
い
の
上
で
維
持
管
理
を
行

う
も
の
で
法
的
な
拘
束
力
が
あ
る

訳
で
は
な
く
、
故
人
の
遺
言
が
唯

一
、
法
的
拘
束
力
が
あ
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
他
に
自
然
葬
、
散
骨

と
言
う
選
択
肢
を
含
め
て
、
民
間

の
方
に
北
竜
町
の
霊
園
の
中
で
共

同
墓
を
設
置
し
て
も
ら
う
方
法
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。例
え
ば「
ひ

ま
わ
り
葬
」
と
言
う
よ
う
な
か
た

ち
で
、
町
内
外
か
ら
も
ご
遺
骨
を

受
け
入
れ
す
る
考
え
方
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

方
向
で
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、

8
名
の
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
そ
れ

ぞ
れ
地
域
に
入
っ
て
頂
き
、
住
民

の
声
を
集
め
て
お
知
ら
せ
頂
く
こ

と
を
願
い
た
い
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
民
法
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
部
分
や
遺
言
が
優

先
す
る
事
も
承
知
し
て
い
る
。
ま

た
、
民
間
に
委
託
す
る
方
法
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
す
る
。

　

そ
の
中
で
「
ひ
ま
わ
り
葬
」
と

い
う
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
北
竜

町
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
風
景

と
歴
史
を
町
外
の
方
々
に
知
ら
せ

る
部
分
に
お
い
て
興
味
深
く
思
っ

て
い
る
。

林
議
員

　

現
在
、
防
災
行
政
無
線
が
活
用

さ
れ
町
民
の
皆
さ
ん
に
適
時
行
政

情
報
等
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
無
線
放
送
提
供
時
に
町
内
に

居
ら
ず
情
報
を
聞
く
こ
と
が
出
来

な
い
時
や
無
線
放
送
が
聞
き
取
れ

ず
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
事
が
あ
る

と
い
う
話
を
耳
に
し
て
い
る
。

　

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
を
活
用
す
れ

ば
聞
き
逃
し
た
情
報
を
文
字
デ
ー

タ
で
確
認
で
き
る
う
え
に
、
災
害

時
に
も
情
報
の
聞
き
逃
し
が
減
少

し
不
安
に
な
ら
ず
行
動
す
る
事
が

可
能
に
な
り
、
よ
り
一
層
の
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
と
考

え
る
。

　

北
竜
町
で
の
導
入
は
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
理
事
者
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

防
災
行
政
無
線
は
緊
急
時
の
情

報
伝
達
方
法
と
し
て
は
有
効
で
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ご

林
議
員

 

町
民
に
対
す
る
行
政
情
報

 

の
提
供
方
法
に
つ
い
て
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指
摘
の
と
お
り
就
業
体
系
や
生
活

行
動
に
よ
り
聞
き
そ
び
れ
る
事
も

あ
り
、
日
々
細
か
な
情
報
伝
達
方

法
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
。

　

来
年
度
予
定
し
て
い
る
戦
略
的

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お
い
て

も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

含
め
た
情
報
発
信
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の

活
用
も
含
め
必
要
な
情
報
が
適
時

発
信
出
来
る
体
制
構
築
を
今
後
検

討
す
る
。

澤
田
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
」
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
そ
の

管
理
・
運
営
は
町
内
会
と
な
っ
て

い
る
。
ど
の
町
内
会
も
人
口
の
減

少
と
高
齢
化
で
管
理
・
運
営
面
で

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

和
や
碧
水
、
美
葉
牛
の
中
心
地

域
に
あ
る
公
民
館
、
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
等
は
、管
理
人
が
常
駐
し
、

地
域
の
コ
ミ
セ
ン
利
用
の
町
内
会

と
違
い
、
管
理
も
保
守
・
整
備
も

町
が
行
っ
て
お
り
、
費
用
負
担
の

面
で
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

尾
﨑
議
員

　

や
わ
ら
保
育
園
は
、
令
和
元
年

か
ら
現
在
の
場
所
へ
移
転
し
た
。

前
保
育
所
か
ら
認
可
外
の
保
育
園

と
し
て
受
け
継
ぎ
、施
設
の
整
備
・

職
員
の
増
員
確
保
等
の
国
の
定
め

る
基
準
に
縛
ら
れ
ず
に
、
保
育
・

教
育
を
目
指
す
保
育
園
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

 

し
か
し
、
保
護
者
か
ら
は
、
な

ぜ
認
可
保
育
園
に
し
な
い
の
か
の

質
問
や
希
望
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

認
可
保
育
園
移
行
へ
の
理
事
者

の
お
考
え
と
、
４
月
の
定
例
会
で

質
問
し
た
給
食
委
託
の
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き

た
い
。

佐
々
木
町
長

　

認
可
保
育
園
は
、
施
設
整
備
の

要
件
・
保
育
士
の
配
置
・
給
食
の

提
供
な
ど
様
々
な
設
置
基
準
が
あ

る
が
、
現
在
の
保
育
園
に
移
行
す

る
際
も
自
由
度
の
高
い
認
可
外
と

し
て
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
経
過

　

こ
の
際
、
町
内
全
て
の
地
区
コ

ミ
セ
ン
の
維
持
・
補
修
に
か
か
る

費
用
に
町
内
会
負
担
の
無
い
よ
う

取
り
計
ら
う
べ
き
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

佐
々
木
町
長

　

現
在
、
町
内
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
は
５
ヶ
所
あ
り
、
補

修
の
交
付
基
準
は
事
業
費
25
万
円

を
下
限
と
し
、
町
が
3/4
を
助
成
し

て
い
る
。

　

公
民
館
等
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
社
会

教
育
法
や
そ
れ
に
準
ず
る
法
令
に

よ
り
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
要
望
に
よ
り
自
主
的
活
動
の

が
あ
り
、
給
食
提
供
の
た
め
に
認

可
保
育
園
に
移
行
す
る
こ
と
は
考

え
て
は
い
な
い
。

　

現
在
、来
年
度
か
ら
始
ま
る「
第

３
期
北
竜
町
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
」
の
策
定
の
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
を
実
施
す
る
が
、
そ

れ
ら
の
結
果
を
運
営
に
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
保

護
者
や
保
育
園
の
意
見
を
十
分
踏

ま
え
、
認
可
外
で
あ
っ
て
も
よ
り

良
い
保
育
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
、
保
育
理
念
や
方
針
を
策
定
し

て
い
く
。

　

給
食
委
託
に
つ
い
て
は
、
給
食

数
と
経
費
の
面
な
ど
か
ら
折
り
合

い
が
付
か
な
か
っ
た
。
現
在
、
保

育
園
と
協
議
し
給
食
の
在
り
方
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
今
後
も

よ
り
良
い
保
育
環
境
を
提
供
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
の
で
ご
理

解
賜
り
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

移
転
の
際
は
、
さ
ま
ざ
ま
困
難

場
と
し
て
設
置
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
は
設
置
の
背

景
が
異
な
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き

た
い
。

　

町
内
会
の
戸
数
減
等
に
よ
り
、

修
繕
費
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
き
る
限

り
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
状
況
も

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
町
内

会
の
負
担
割
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
状
の
ま
ま
の
負
担
を
お
願

い
し
た
い
。

澤
田
議
員

　

コ
ミ
セ
ン
の
補
修
や
設
備
、
備

品
の
入
替
に
つ
い
て
は
、
各
町
内

会
で
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。

し
か
し
、
人
口
が
減
少
し
、
高
齢

化
に
よ
っ
て
若
い
人
達
の
負
担
が

重
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
屋
根
や

外
壁
な
ど
大
き
な
修
繕
に
つ
い
て

助
成
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
補

修
助
成
金
事
務
取
扱
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
の
負
担

を
考
え
る
と
早
急
に
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
内
会
の

合
併
に
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
そ

の
都
度
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

澤
田
議
員

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

 

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

 

北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
の

 

認
可
保
育
園
移
行
と
給
食
委

 

託
進
捗
状
況
は
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木
村
議
員

　

鳥
獣
害
予
防
対
策
と
し
て
電
牧

柵
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
途
中
で
線
が
繋
が
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
等
管
理

が
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
見
受
け

ら
れ
る
。
予
算
を
増
額
し
て
管
理

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
理
事
者
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

シ
カ
用
電
牧
柵
の
設
置
に
つ
い

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
に
つ
い

て
、
ノ
ン
ノ
の
森
や
野
球
場
の
サ

ブ
グ
ラ
ン
ド
も
水
は
け
が
悪
い
の

で
排
水
対
策
を
行
い
、
樹
木
が
生

い
茂
る
森
と
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
し
て
は

ど
う
か
。

　

遊
覧
車
や
ひ
ま
わ
り
迷
路
な
ど

の
運
営
見
直
し
と
、
追
加
の
遊
覧

車
や
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
置

等
、
町
の
収
入
と
し
て
還
元
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

て
は
、
今
で
は
全
延
長
が
１
０
２

㎞
と
な
っ
て
い
る
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

自
ら
が
お
こ
な
い
電
牧
柵
の
上

げ
下
ろ
し
な
ど
は
共
通
取
組
活

動
と
し
て
農
地
・
水
活
動
組
織

か
ら
の
負
担
に
よ
り
事
業
運
営

を
し
て
い
る
が
、
平
成
24
年
よ

り
10
年
余
り
が
経
過
し
、
資
機

材
の
老
朽
及
び
交
換
等
作
業
に

か
か
る
日
数
の
増
加
、
並
び
に

昨
今
の
熊
出
没
に
よ
る
作
業
の

停
滞
な
ど
地
域
の
皆
様
に
は
ご

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
に

つ
い
て
、
満
開
の
期
間
が
短
く
、

今
後
料
金
を
も
ら
う
た
め
に
は
で

き
る
だ
け
長
い
開
花
期
間
が
保
て

る
品
種
を
植
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ひ
ま
わ
り
の
品
種

の
入
替
等
検
討
し
て
行
く
考
え
は

あ
る
か
。

　

ま
た
、
き
れ
い
な
ひ
ま
わ
り
を

咲
か
せ
る
た
め
に
は
圃
場
の
地
力

増
進
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は

有
機
物
と
し
て
の
緑
肥
の
す
き
込

み
と
一
部
必
要
な
と
こ
ろ
へ
の
堆

の
中
で
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
推
測

す
る
。
ま
た
当
時
の
保
護
者
の
周

囲
か
ら
「
お
弁
当
く
ら
い
親
が
作

る
も
の
だ
」
と
の
背
景
が
あ
っ
た

か
と
思
う
が
、
今
は
給
食
の
な
い

保
育
園
は
北
竜
町
の
弱
み
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

保
護
者
の
声
と
、
こ
れ
か
ら
の

大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
育
つ
食
を

中
心
の
環
境
を
守
り
整
え
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
て
、「
ど
こ
に

訴
え
て
も
何
を
言
っ
て
も
無
駄
だ

よ
」
と
の
声
を
聞
か
な
く
て
い
い

よ
う
に
、
ま
た
子
ど
も
子
育
て
支

援
に
も
佐
々
木
町
長
の
お
考
え
に

期
待
す
る
。

佐
々
木
町
長

　

給
食
に
つ
い
て
は
諦
め
て
は
い

な
い
。
粘
り
強
く
前
向
き
に
進
め

て
い
く
。

不
便
を
お
掛
け
し
て
い
る
。

　

農
地
の
移
動
等
に
よ
る
耕
作

者
の
変
更
や
通
い
作
増
加
等
に

よ
り
、
管
理
主
体
や
方
法
が
曖

昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
改
め
て
農
業
者
及
び
各

農
業
関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
、

電
牧
柵
設
置
に
か
か
る
有
利
な

補
助
事
業
が
あ
れ
ば
活
用
し
て

参
り
た
い
。

木
村
議
員

　

町
の
予
算
が
限
定
さ
れ
て
い
る

中
で
、
道
と
国
に
対
し
て
地
方
の

実
情
に
応
じ
て
対
応
出
来
る
予
算

の
増
額
を
是
非
お
願
い
し
て
頂
き

た
い
。

佐
々
木
町
長

　

運
営
規
則
の
見
直
し
を
農
業
者

と
各
農
業
関
係
団
体
と
充
分
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

肥
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
有
機
物
と
し
て
の
成
分
が
数

倍
多
い
「
ロ
シ
ア
」
を
使
用
す
る

と
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
町
民
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
も
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
建
物
だ
け
で
は

な
く
ノ
ン
ノ
の
森
等
の
周
辺
整

備
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
の
運
営
な
ど
全
体
計
画
と

し
て
今
後
と
も
皆
様
と
協
議
し
て

参
り
た
い
。

　

品
種
に
つ
い
て
、
現
在
は
草
丈

が
１
～
１
・
５
ｍ
程
度
で
倒
伏
に

強
く
密
植
に
も
適
し
て
お
り
、
近

い
位
置
で
撮
影
で
き
る
こ
と
か
ら

大
変
好
評
を
得
て
い
る
。
ホ
ク
レ

ン
、
種
苗
会
社
な
ど
に
も
問
い
合

わ
せ
し
、
よ
り
よ
い
品
種
の
検
討

や
適
正
な
播
種
時
期
な
ど
調
整
し

て
参
り
た
い
。

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
及
び
そ
の
周
辺

整
備
計
画
の
全
体
像
を
決
め
て
、

年
次
計
画
を
立
て
優
先
順
位
を
決

め
な
が
ら
進
め
て
行
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
計
画
と

木
村
議
員

 

鳥
獣
害
被
害
と

 

そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

木
村
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備

 

計
画
と
運
営
に
つ
い
て
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そ
の
全
体
像
、
そ
し
て
進
め
る
に

当
た
っ
て
の
優
先
順
位
は
当
然
必

要
な
事
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
期
間
中
、

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

　

渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
観

光
セ
ン
タ
ー
の
新
設
・
移
転
を
念

頭
に
置
い
て
、
現
在
の
ひ
ま
わ
り

の
里
入
り
口
か
ら
町
営
野
球
場
の

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
裏
を
通

り
、
世
界
の
ひ
ま
わ
り
圃
場
一
部

を
通
過
し
ノ
ン
ノ
の
森
を
抜
け
、

中
学
校
体
育
館
の
横
を
通
り
国
道

へ
と
つ
な
げ
る
道
路
の
新
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
札
幌
方
面
か
ら
の
渋
滞

を
緩
和
す
る
た
め
に
、
墓
地
線
に

つ
い
て
は
駐
車
場
へ
の
入
り
口
と

し
て
の
補
完
路
線
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
渋
滞

対
策
で
は
、
場
内
の
出
入
箇
所
や

沖
野
議
員

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
に
は
た
く
さ

ん
の
観
光
客
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
。
た
だ
、
最
盛
期
に
は
渋
滞
が

あ
り
、
碧
水
方
向
か
ら
の
右
折
車

が
か
な
り
の
時
間
入
場
で
き
な
い

と
聞
い
て
い
る
。解
決
策
と
し
て
、

元
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
の
一
部

を
右
折
車
入
口
に
整
備
で
き
な
い

か
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
駐
車
料
金

を
徴
収
す
る
考
え
と
の
こ
と
だ

が
、
果
た
し
て
混
雑
時
に
対
応
出

来
る
か
不
安
を
感
じ
る
。
入
場
料

の
徴
収
を
含
め
再
度
検
討
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

駐
車
場
へ
の
ル
ー
ト
が
複
数
あ
る

た
め
、
入
庫
・
出
庫
の
管
理
が
錯

綜
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
駐
車
場

内
の
導
線
整
理
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
令
和
５
年
度
は
大
き
な

渋
滞
も
な
く
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
が

終
了
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
２
割
程
度
、

来
訪
者
も
増
加
し
た
が
、
国
道
の

渋
滞
予
測
情
報
掲
示
や
ト
ラ
ッ
ク

協
会
等
へ
の
迂
回
路
の
周
知
に
よ

り
運
送
事
業
者
の
車
両
が
少
な
く

な
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

今
年
は
場
内
の
警
備
員
を
増
員
し

ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
対
策
を
し
た
。

　

な
お
、
墓
地
線
の
進
入
路
活
用

に
つ
い
て
は
、
バ
ス
や
ト
レ
ー
ラ

付
車
両
等
の
大
型
車
の
進
入
の
安

全
性
確
保
を
含
め
検
討
す
る
。
更

な
る
緩
和
対
策
に
つ
い
て
は
、
道

路
や
駐
車
場
整
備
な
ど
を
検
討
す

佐
々
木
町
長

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の
進
入
口
増

設
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
確
保
等

を
ふ
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
今
年

度
の
反
省
も
踏
ま
え
、
ま
ず
は
出

入
口
へ
の
警
備
員
の
配
置
増
強
等

に
よ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
動
線
確
保
、

誘
導
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
し

て
い
く
。

　

駐
車
料
金
徴
収
へ
の
検
討
に
つ

い
て
は
、
ひ
ま
わ
り
の
里
で
は
柵

や
田
園
エ
リ
ア
と
の
区
分
け
を
行

な
っ
て
お
ら
ず
、
田
園
に
黄
色
い

ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
い
つ
で
も
自
由
に
出
入
り

で
き
る
、
お
お
ら
か
な
開
放
感
が

ひ
ま
わ
り
の
里
の
魅
力
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
入
場
料
徴
収

を
お
こ
な
う
に
は
、
人
の
出
入
り

を
制
限
で
き
る
設
備
や
対
策
に
よ

り
公
平
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
点
、
駐
車
料
金
徴

収
で
は
一
定
の
場
所
を
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
公
平
性
が
担
保
で
き

る
こ
と
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

第
一
段
階
と
し
て
検
討
を
始
め

た
の
で
、
実
際
の
徴
収
ま
で
に
は

方
法
や
徴
収
に
あ
た
る
者
の
選
定

な
ど
更
な
る
協
議
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
の
調
査
で
も
入
場
料
徴

収
と
も
比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

混
雑
時
を
予
測
し
て
の
誘
導
の

方
法
を
話
し
あ
う
こ
と
が
大
事
。

ま
た
、
駐
車
料
金
徴
収
に
は
反
対

で
は
な
い
が
混
雑
時
に
更
な
る
渋

滞
が
発
生
し
な
い
か
が
不
安
だ
。

奥
田
副
町
長

　

元
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
整
備

時
に
出
入
口
も
検
討
し
た
が
、
現

出
入
口
と
接
近
し
て
お
り
右
直
事

故
の
危
険
性
が
あ
り
、
あ
え
て
入

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

観
光
客
か
ら
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ

る
こ
と
と
な
る
が
、
今
後
の
増
加

率
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
踏
ま
え
、
有
益
性
が
高

い
経
路
に
つ
い
て
関
係
者
皆
様
と

検
討
し
て
い
く
。

木
村
議
員

　

入
り
口
で
の
駐
車
場
へ
の
誘
導

を
１
か
所
か
ら
順
次
つ
め
て
い
く

や
り
方
だ
け
で
な
く
、
２
か
所
、

３
か
所
へ
と
誘
導
し
て
行
け
ば
渋

滞
を
緩
和
出
来
る
の
で
は
と
思
う
。

木
村
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
渋
滞
緩
和

 
に
つ
い
て

沖
野
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
渋
滞
緩
和

 

対
策
と
料
金
徴
収
に
つ
い
て
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ー
ジ
を
持
た
せ
な
い
た
め
に
も
工

夫
は
必
要
な
の
で
、
今
後
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

料
金
徴
収
の
議
論
は
平
成
９
年

の
入
込
数
19
万
人
で
観
光
セ
ン
タ

ー
が
出
来
た
と
き
に
初
め
て
議
論

さ
れ
た
。
当
時
は
ま
だ
ひ
ま
わ
り

の
里
の
今
後
の
見
通
し
が
見
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
料
金
徴
収
す

る
時
期
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

平
成
22
年
の
展
望
台
建
設
の
と

き
に
再
度
検
討
さ
れ
た
が
、
当
時

25
万
人
の
入
込
数
が
14
万
人
に
な

り
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
見
送
ら

れ
た
。
そ
の
後
は
観
光
協
会
な
ど

で
検
討
は
さ
れ
て
い
た
が
実
施
に

は
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
費
に
は

毎
年
３
，
０
０
０
万
円
ほ
ど
か
か

る
。
町
の
状
況
を
み
て
料
金
徴
収

を
判
断
し
た
の
で
今
後
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

佐
藤
議
員

　

先
ほ
ど
の
木
村
・
沖
野
両
議
員

へ
の
答
弁
で
考
え
は
確
認
し
た

が
、
施
設
整
備
に
関
し
て
は
行
政

と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
財
政
負
担
が
生
じ
る
。
ひ
ま
わ

り
を
植
え
て
開
花
さ
せ
観
光
客
に

見
て
頂
く
ま
で
の
３
，
０
０
０
万

円
と
い
う
経
費
は
、
観
光
客
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
負
担
い
た
だ
い
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

駐
車
料
金
と
入
場
料
金
を
比
較

し
て
、
入
場
料
金
の
方
が
良
い
の

は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
経

過
で
料
金
徴
収
に
踏
み
切
れ
な
い

部
分
も
あ
っ
た
。
今
回
の
料
金
徴

収
す
る
べ
き
と
の
ご
意
見
は
大
変

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
る
。
し
っ

か
り
と
協
議
し
案
を
出
し
た
い
。

佐
藤
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
駐
車
料
金
・

 

入
場
料
の
検
討
に
つ
い
て

令和６年第３回定例会（会期：９月１１日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 沖野 林 寺垣佐藤木村澤田尾﨑中村

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町除雪センター改築１期工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計補正
予算（第１号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数 質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件 －

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表
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決算審査特別委員会　　（９月１１日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 沖野 林 寺垣佐藤木村澤田尾﨑中村

令和５年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

令和５年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ － ○ ○ － ○

決算審査特別委員会における質疑の件数 質疑
０件

質疑
０件

質疑
５件 － 質疑

１件
質疑
14件 － 質疑

９件

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

■ふるさと納税の取り組みについて
　令和５年度の「ふるさと応援寄附金」は、約
４億４千万円であり、その返礼品の中心が「ひ
まわりライス」となっている。
　ひまわりの里の観光と合わせて、北竜町農業
にとっても大きな経済効果を発揮しており、更
なる取り組みの強化を期待するところである。
　ひまわりライスの供給元はＪＡきたそらち北
竜支所であり、町、ＪＡきたそらち及び北竜支
所、生産者にとってともに経済効果の高い取り
組みであり、今後、ふるさと応援寄附金の目標
設定と目標達成のため、ＪＡきたそらち及び北
竜支所と十分協議し取り組まれたい。

　道東ユーザー訪問に７月同行した。お米がないことに
ついてお詫びの訪問となった。
　状況を理解はしてくれたが、十数年帯広で消費してい
る実績があるし毎年更に消費を増やそうとしているのに
米がないとは何事かとお叱りを受けた。
　ふるさと納税の最大値は６億円であり、それを超える
目標設定をしていきたいと思います。
　担当者も頑張ってくれています。ひまわりライスの魅
力向上対策を委託業者にやってもらっているところで、
募集の写真などの変更も行っている中での米不足となっ
てしまった。目標をこちらからＪＡに申し伝える。
　目標値以上に増えたときにどのくらい手配してくれる
か、余剰範囲も含めて伝える。

　

北
竜
町
も
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
多
々
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
で
は
な
い
が
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
お
い
て
、
71
万

人
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
の
モ
ト
ブ

ロ
ガ
ー
が
初
来
道
し
、「
ひ
ま
わ

り
の
里
」
か
ら
旅
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
状
況
か
ら
し
て

８
月
第
２
週
で
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ひ
ま
わ
り
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、
ひ
ま
わ
り

ロ
ー
ド
を
Ｙ
Ｚ
Ｆ
（
バ
イ
ク
）

で
走
り
、「
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
へ

き
す
い
」
で
ザ
ン
ギ
焼
き
そ
ば

と
リ
ボ
ン
ナ
ポ
リ
ン
を
味
わ
い
、

国
道
２
３
３
号
線
を
走
り
、
ひ

ま
わ
り
イ
ン
タ
ー
か
ら
北
上
し

て
行
っ
た
。

　

10
月
上
旬
現
在
、
44
万
回
再

生
さ
れ
１
万
件
の
「
い
い
ね
」、

６
０
０
件
余
り
コ
メ
ン
ト
さ
れ

て
い
る
。
33
分
間
中
の
約
３
分

間
で
あ
る
が
Ｐ
Ｒ
効
果
と
し
て

は
最
高
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
あ

り
が
た
い
。

　

北
竜
町
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て

も
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
活
用

し
て
発
信
し
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
登
録
者
数
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
北

竜
町
の
情
報
発
信
と
し
て
は
十

分
機
能
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

一
部
の
議
会
に
お
い
て
本
会

議
等
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配

信
し
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の

効
果
が
あ
る
か
は
不
透
明
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
炎
上
気
味

の
議
会
は
爆
発
的
な
再
生
が
さ

れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

議
場
の
音
響
施
設
の
更
新
時
に

お
い
て
、
配
信
す
る
か
否
か
協

議
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

何
れ
に
し
て
も
発
信
し
て
し
ま

っ
た
も
の
は
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
内
容
や
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 　
　
　
　
　
　
（
中
村 

尚
一
）


